
待降節第 3主日礼拝説教「良い知らせの先ぶれ」予稿 

日本基督教団石神井教会 2021年 12月 12日 

【旧約聖書日課】イザヤ書 40章1～11節 
1  慰めよ、わたしの民を慰めよと 
あなたたちの神は言われる。 

2  エルサレムの心に語りかけ 
彼女に呼びかけよ 
苦役の時は今や満ち、彼女の咎は償われた、と。 
罪のすべてに倍する報いを 
主の御手から受けた、と。 

3  呼びかける声がある。 
主のために、荒れ野に道を備え 
わたしたちの神のために、荒れ地に広い道を通せ。 

4  谷はすべて身を起こし、山と丘は身を低くせよ。 
険しい道は平らに、狭い道は広い谷となれ。 

5  主の栄光がこうして現れるのを 
肉なる者は共に見る。 
主の口がこう宣言される。 

6  呼びかけよ、と声は言う。 
わたしは言う、何と呼びかけたらよいのか、と。 
肉なる者は皆、草に等しい。 
永らえても、すべては野の花のようなもの。 

7  草は枯れ、花はしぼむ。 
主の風が吹きつけたのだ。 
この民は草に等しい。 

8  草は枯れ、花はしぼむが 
わたしたちの神の言葉はとこしえに立つ。 

9  高い山に登れ 
良い知らせをシオンに伝える者よ。 
力を振るって声をあげよ 
良い知らせをエルサレムに伝える者よ。 
声をあげよ、恐れるな 
ユダの町々に告げよ。 

見よ、あなたたちの神 
10 見よ、主なる神。 
彼は力を帯びて来られ 
御腕をもって統治される。 
見よ、主のかち得られたものは御もとに従い 
主の働きの実りは御前を進む。 

11 主は羊飼いとして群れを養い、御腕をもって集め 
小羊をふところに抱き、その母を導いて行かれる。 
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【福音書日課】マルコによる福音書 1章1～8節 

1神の子イエス・キリストの福音の初め。 
2預言者イザヤの書にこう書いてある。 

「見よ、わたしはあなたより先に使者を遣わし、 

あなたの道を準備させよう。 
3  荒れ野で叫ぶ者の声がする。 

『主の道を整え、 

その道筋をまっすぐにせよ。』」 

そのとおり、4洗礼者ヨハネが荒れ野に現れて、罪の赦しを得させるために悔

い改めの洗礼を宣べ伝えた。5ユダヤの全地方とエルサレムの住民は皆、ヨハ

ネのもとに来て、罪を告白し、ヨルダン川で彼から洗礼を受けた。6ヨハネは

らくだの毛衣を着、腰に革の帯を締め、いなごと野蜜を食べていた。7彼はこ

う宣べ伝えた。「わたしよりも優れた方が、後から来られる。わたしは、か

がんでその方の履物のひもを解く値打ちもない。8わたしは水であなたたちに

洗礼を授けたが、その方は聖霊で洗礼をお授けになる。」 

「主の道」をまっすぐに！【こども説教のために】 

待降節（アドヴェント）が降誕祭（クリスマス）を迎えるために備えて祈

る期節であることを示すために、教会は、この期節の典礼色（シンボルカラ

ー）を「紫」としてきました。けれども、三週目だけは「バラ色」を用いる

ようになりました。聖壇のアドヴェントキャンドルも、三本目は「バラ色（ロ

ーズピンク）」のものが灯されています。この第三週の「バラ色」によって、

「祈り」の中にも、来たる「喜び」の出来事に心を向けるようにと、教えら

れてきたのです。 

二千年前、マリアとヨセフという夫妻のもとに生まれた男の子の誕生を祝

った者は、本当にごくわずかであったでしょう。けれども、今や世界中で降

誕祭が祝われています。キリスト信者やキリスト教会だけでなく、多くの人

が「クリスマス」を祝います。中には、「主イエス・キリストのご降誕」を知

らぬまま「クリスマス」を祝う人々さえいます。「クリスマス」当日を待ちき

れず、街中はひと月もふた月も前から「クリスマス」の雰囲気にあふれてい

ます。もはや、キリスト教の祝祭であることなど、どうでもよいほどです。 

それでも、わたしたちは、少しばかり立ちどまります。「待降節」の祈りの

中に立ちどまります。降誕祭が喜びの祝いであるからこそ、立ちどまって、

まっすぐにその祝いの出来事に目を向ける備えをするのです。主イエスをお

迎えする「道」をまっすぐに整えて、あの幼子の誕生がすべての人にとって

喜びであることを、しっかりと見つめて、祝いの日を迎えたいのです。 
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「優れた方が、後から来られる」 

個人的なことですが、この季節になると思い出すことがあります。子ども

の頃に通っていた習い事の教室で行われる発表会が、あるときからクリスマ

スを迎えるこの時期に開かれ、クリスマスの祝いのような内容でおこなわれ

るようになったのです。しかも、何度かは近所の教会を会場としてお借りし

て開かれるようになっていたのです。教室を主宰する先生は、キリスト者で

はありませんでしたが、子どもの頃に教会に通っていたというのです。そし

て、通っていた教会で一緒だった友人が牧師となっていて、最近、すぐ近所

の教会に転任してきていることがわかり、訪ねてみたところ、発表会の会場

として使わせてもらえるようになったということでした。先生方は、クリス

マス会のようにすれば生徒たちが発表会を楽しみに迎えられると考えただけ

のことだったかもしれません。けれども、主宰する先生が何十年も通うこと

のなかった教会を訪ねるようになり、生徒たちをクリスマスを迎える教会へ

と集めるようになられたのには、何か別の思いがあったのではないかとも思

えるのです。 

降誕祭は、確かに人の心を惹きつける特別な祝いです。そこで祝われる主

イエス・キリストへと人々を導くときとなっています。それによって、人々

がこぞって信仰に入り、信者になるというようなことは起こらないかもしれ

ませんが、だからと言って、世の中で行われているクリスマスの祝いが偽り

ものだとは言えないでしょう。降誕祭の祝いの中で記念される御子の出来事

は、教会や信者の内に留まらないほど大きな神の御業なのですから。 

そうであればこそ、わたしたちは、この祝いを迎えるときに、洗礼者ヨハ

ネのように謙虚になるべきかもしれません、「わたしより優れた方が、後から

来られる」と。 

主イエスもたびたび、「先にいる多くの者が後になり、後にいる多くの者が

先になる」（マルコ 10:31）とおっしゃいました。 

洗礼者ヨハネは、主イエスの「先駆者」と呼ばれる人です。主イエスに洗

礼を授けたことが伝えられていますが、実際に、主イエスの宣教活動はヨハ

ネの活動を引き継いだ側面が強いのです。ところが、ヨハネも主イエスも、

異口同音に言うのです、「後から来るものが優れている」と。 

主イエスよりも弟子たちのほうが優れている、と言うのは憚られます。け

れども、主イエスご自身、弟子たちにこうおっしゃられたことがあります。

「わたしを信じる者は、わたしが行う業を行い、また、もっと大きな業を行

うようになる」（ヨハネ 14:12）。 

降誕祭に主イエスをお迎えする者は、問われているのではないでしょうか、

「あなたは、主イエスより先なのか、後なのか」と。 
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「あなたの道を準備させよう」 

わたしたちが主イエスを優れた方と信じ、人生の模範としようとしている

ことは確かです。わたしたちの人生の中で、主イエスは最初から重要な意味

を持っていたわけではないかもしれません。幼いうちにキリストと出会う経

験をする者もあれば、青年期あるいは成人してからキリストと出会う者もあ

ります。中には、人生の晩年になってから、そのような出会いの機会を与え

られる方もあるでしょう。いずれにしても、わたしたちは、あの弟子たち同

様、主イエスを師とおぼえ、弟子としてその教えを学び、その道に従わんと

するようになるのです。 

主イエスは、確かに、わたしたちの人生の途上に後から現れられた方なの

でしょう。それでも、わたしたちは、このお方を師と仰ぎ、主と信じて後に

従うようになりました。 

そのお方が、「先の者が後になり、後の者が先になる」と言われ、「もっと

大きな業を行うようになる」と弟子に向かっておっしゃられるのです。それ

は、主イエスというお方が、ご自身の後に従う者たちを、ご自身以上に優れ

た者にしたいと願ってくださったということなのでしょう。洗礼者ヨハネの

ように、主イエスも、「わたしの後に来る者が、わたしより優れている」と宣

言して、弟子たちをお招きくださったということなのでしょう。 

それはまた、わたしたちも、洗礼者ヨハネや主イエスと同じように生きる

ように、という誘いでもあるはずです。わたしたちの後に来る者を、わたし

たちが、どれだけ大切にしているか。その者たちが自分以上に優れた者にな

るようにと願っているか。子らのために、次世代の者たちのために、いいえ、

すべて他の者のために、わたしたちは、「この人が自分たち以上に優れた者と

なるように」と願って、時間と労力と財とを与えているか。 

主イエスは、わたしたちの主となり、師となってくださったお方です。「わ

たしの後に従いなさい」とお招きくださったお方です。わたしたちを、優れ

た者、そう「神の子」にしてくださるために、主イエスは、わたしたちを「後

に従う者」としてくださいました。 

弟子たちの教会がその道に従ったとき、彼らは、このお方が本当には自分

たちより優れたお方であることを忘れまいと、心に誓ったに違いありません。

そのためにこそ、このお方が赤子としてお生まれになられたことを記念する

ようになったのではないでしょうか。自分たちの誰よりも後から来た者とし

て、このお方をお迎えしたのではないでしょうか。主のご降誕の祝いの中で

こそ、「後から来る者こそが優れている」ことに徹する主の道を整えることが

できると、信じたのではないでしょうか。わたしたちも、そう信じるのです。

そう信じて、わたしたちも主のご降誕の祝いへと進み入るのです。 


